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２
０
１
４
年
以
降
の
「
日

本
再
興
戦
略
」
と
同
様
、

「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１

８
」
に
お
い
て
も
国
際
会
計

基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
の
任
意

適
用
の
拡
大
促
進
が
政
府
の

主
要
施
策
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
中
、
業
界
の
み

な
ら
ず
18
年
３
月
の
「
２
０

１
７
年
度
経
団
連
規
制
改
革

要
望
」
で
は
、
保
険
業
法
に

基
づ
き
作
成
・
提
出
す
る
連

結
業
務
報
告
書
・
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
資
料
等
に
つ
い

て
も
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
が
可
能

と
な
る
よ
う
に
制
度
を
整
備

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
は
、
１
９
９
７
年

の
検
討
開
始
か
ら
20
年
に
わ

た
る
議
論
を
経

て
、
２
０
１
７

年
５
月
に
公
表

さ
れ
た
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
第
17
号
「
保
険
契
約
」

が
、
21
年
１
月
１
日
以
後
に

開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適

用
さ
れ
る
こ
と
が
関
係
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
は
、
こ

れ
ま
で
の
保
険
会
計
と
は
異

な
り
、
保
険
契
約
負
債
を
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
・
ブ
ロ
ッ
ク
・

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
過
去

の
見
積
り
で
は
な
く
更
新
さ

れ
た
情
報
に
基
づ
き
測
定

し
、
保
険
契
約
負
債
の
変
動

を
当
期
純
利
益
と
そ
の
他
の

包
括
利
益
（
Ｏ
Ｃ
Ｉ
）
の
複

数
の
科
目
に
計
上
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

本
書
「
は
じ
め
に
」
に
記
載

し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
関
係
を
把
握
す
る
た
め
に

は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
に
分

散
し
て
い
る
各
要
求
事
項
を

紡
ぎ
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　「
本
書
の
使
い
方
」
に
よ

れ
ば
、
ま
ず
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17

号
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

本
書
で
は
、
全
体
像
を
映
し

出
す
こ
と
を
意
識
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
根
拠
と

な
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
の
項

番
号
を
示
し
た
り
、
関
連
す

る
章
や
節
の
冒
頭
に
他
の
章

や
節
の
番
号
を
記
載
し
た
相

関
図
を
記
載
し
た
り
す
る
と

と
も
に
、
財
政
状
態
計
算
書

（
Ｂ
／
Ｓ
）
と
財
務
業
績
の

計
算
書
（
Ｐ
／
Ｌ
）
の
関
係

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
関

連
す
る
章
や
節
の
番
号
を
参

照
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て

い
る
。

　
加
え
て
本
書
で
は
、
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、
多
く
の

図
表
を
掲
示
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
Ｂ
／
Ｓ
の
保
険
契
約

負
債
を
構
成
す
る
各
ブ
ロ
ッ

ク
を
示
し
た
第
５
章
図
表
４

（
65
頁
）
を
ベ
ー
ス
に
、
Ｐ

／
Ｌ
の
各
項
目
と
の
関
係
を

示
し
た
第
６
章
の
図
表
（
保

険
収
益
は
図
表
16
、
保
険
サ

ー
ビ
ス
費
用
は
図
表
26
、
保

険
金
融
収
益
・
費
用
は
図
表

17
）
な
ど
は
、
財
務
諸
表
の

構
成
要
素
間
の
つ
な
が
り
を

視
覚
化
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
設
例
を
設
け
て

数
値
例
と
解
説
を
示
す
こ
と

に
よ
り
、
一
層
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

第
17
号
の
把
握
を
可
能
と
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
第
９
章

の
設
例
１
と
２
で
は
、
保
険

収
益
の
表
示
に
つ
い
て
、
単

に
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
が
示
す

２
つ
の
方
法
（
残
高
の
差
か

ら
非
収
益
項
目
を
除
き
間
接

的
に
把
握
す
る
方
法
と
、
収

益
と
な
る
項
目
を
直
接
的
に

把
握
す
る
方
法
）
の
解
説
だ

け
で
は
な
く
、
同
一
の
保
険

契
約
負
債
（
残
存
カ
バ
ー
に

係
る
負
債
）
の
変
動
表
を
用

い
て
説
明
し
て
い
る
点
な
ど

は
、
わ
か
り
や
す
い
。

　
た
だ
し
、
発
生
保
険
金
に

係
る
負
債
の
見
積
り
の
変
更

は
、
残
存
カ
バ
ー
に
係
る
負

債
と
一
部
異
な
る
と
し
て
い

る
（
１
２
７
頁
）
が
、
ど
の

よ
う
に
異
な
る
か
ま
で
は
明

示
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ

ん
、
前
述
し
た
設
例
な
ど

で
、
前
者
は
過
去
の
サ
ー
ビ

ス
（
既
発
生
分
）
に
係
る
Ｃ

Ｆ
の
変
更
で
当
期
純
利
益
に

反
映
し
（
１
２
９
頁
や
２
１

２
頁
な
ど
）
、
後
者
は
、
将

来
の
サ
ー
ビ
ス
（
未
発
生

分
）
に
係
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
（
Ｃ
Ｆ
）
の
変
更
で
あ

り
契
約
上
の
サ

ー
ビ
ス
マ
ー
ジ

ン
（
Ｃ
Ｓ
Ｍ
）

を
調
整
す
る

（
１
２
１
頁
や
１
３
１
頁
な

ど
）
、
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
説
明
の
困
難
さ
は
、

本
書
の
問
題
と
い
う
よ
り

も
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
の
記

載
の
わ
か
り
に
く
さ
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
２
０
１
０
年

公
表
の
公
開
草
案
ま
で
、
保

険
契
約
負
債
の
再
測
定
差
額

を
す
べ
て
当
期
純
利
益
と
し

て
い
た
提
案
が
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

第
17
号
で
は
履
行
Ｃ
Ｆ
の
見

直
し
に
関
す
る
差
額
を
Ｃ
Ｓ

Ｍ
の
調
整
と
し
、
ま
た
、
そ

れ
ま
で
の
保
険
契
約
負
債
の

純
額
変
動
を
保
険
収
益
と
す

る
要
約
マ
ー
ジ
ン
・
ア
プ
ロ

ー
チ
（
純
額
表
示
）
の
提
案

が
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
で
は

保
険
料
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー

チ
（
総
額
表
示
）
と
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
、
保
険
契
約
負
債
と
財
務

業
績
と
の
関
係
が
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
第
17
号
内
に
分
散
さ
れ
て

お
り
、
全
体
像
を
把
握
す
る

こ
と
が
困
難
な
こ
と
に
起
因

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
本
書
で
は
、
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
第
17
号
の
適
用
を
念
頭

に
お
い
て
い
る
た
め
、
各
章

に
「
実
務
上
の
課
題
」
や
移

行
リ
ソ
ー
ス
・
グ
ル
ー
プ

（
Ｔ
Ｒ
Ｇ
）
で
の
議
論
を
記

載
す
る
と
と
も
に
、
導
入
に

あ
た
っ
て
想
定
さ
れ
る
検
討

事
項
（
第
13
章
）
や
、
経
営

管
理
と
し
て
の
意
義
や
財
務

健
全
性
規
制
の
動
向
（
第
14

章
）
に
も
触
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、
例
え

ば
、
保
険
契
約
の
認
識
時
点

（
46
―
48
頁
）
や
、
割
引
率

の
設
定
に
関
す
る
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
や
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ

（
86
―
88
頁
）
な
ど
の
説
明

に
お
い
て
、
図
表
を
交
え
て

解
説
し
て
お
り
、
実
務
的
な

理
解
に
資
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
認
識
・
測
定
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
実
務
上

は
、
い
か
に
注
記
を
行
う
か

が
懸
念
に
な
る
が
、
第
10
章

で
は
、
具
体
的
な
開
示
例
を

示
し
て
お
り
、
極
め
て
実
践

的
で
あ
る
。
ま
た
、
新
た
な

基
準
の
適
用
の
際
に
論
点
と

な
る
経
過
措
置
を
含
む
移
行

に
あ
た
っ
て
の
会
計
処
理

や
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
適
用
が
ほ

と
ん
ど
な
い
日
本
の
保
険
会

社
の
中
で
は
重
要
な
初
度
適

用
と
の
関
係
も
、
第
11
章
で

30
頁
に
わ
た
り
示
さ
れ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
本
書
の

使
い
方
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17

号
の
適
用
に
取
り
組
む
実
務

家
を
対
象
に
し
て
い
る
本
書

は
、
と
も
す
れ
ば
入
門
者
に

は
扱
い
づ
ら
い
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
基
礎
と
な
る
項

目
を
保
有
す
る
場
合
の
直
接

連
動
型
有
配
当
契
約
に
お
い

て
、
保
険
金
融
収
益
・
費
用

を
分
解
す
る
と
い
う
会
計
方

針
を
選
択
し
た
と
き
に
、
Ｏ

Ｃ
Ｉ
と
し
た
分
を
リ
サ
イ
ク

リ
ン
グ
し
な
い
と
い
う
概
念

上
、
問
題
が
あ
る
点
に
は
触

れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
む
し

ろ
、
本
書
が
会
計
実
務
に
役

立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た
実

務
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
の

適
用
を
一
義
的
と
す
る
方
々

に
は
、
参
考
に
な
る
で
あ
ろ

う
。

　（
Ａ
５
判
／
４
０
０
㌻
、

保
険
毎
日
新
聞
社
刊
、
18
年

７
月
発
行
、
本
体
価
格
３
７

０
０
円
＋
税
）

　
国
土
交
通
省
発
表
の
月

例
経
済
に
よ
る
と
、
２
０

１
８
年
６
月
に
出
国
し
た

日
本
人
数
は
、
前
年
同
月

比
６
・
４
％
増
の
１
４
２

万
１
６
０
０
人
で
、
４
カ

月
連
続
で
増
加
し
た
。

　
訪
日
外
客
数
は
、
前
年

同
月
比
で
15
・
３
％
増
加

し
、
２
７
０
万
４
５
０
０

人
。
65
カ
月
連
続
で
前
年

を
上
回
り
、
長
期
の
増
加

傾
向
が
続
く
。
主
要
方
面

別
で
は
、
韓
国
が
同
６
・

５
％
増
の
60
万
６
１
０
０

人
、
台
湾
が
同
５
・
４
％

増
の
45
万
６
９
０
０
人
、

中
国
が
同
29
・
６
％
増
の

76
万
９
０
０
人
だ
っ
た
。

宿
泊
施
設
の
外
国
人
割
合

に
つ
い
て
は
、
宿
泊
施
設

に
お
け
る
延
べ
宿
泊
者
数

３
９
６
７
万
人
の
う
ち
、

外
国
人
数
は
７
６
１
万
人

で
、
外
国
人
シ
ェ
ア
は
19

・
２
％
だ
っ
た
。

　
６
月
の
自
動
車
新
車
登

録
台
数
は
、
前
年
同
月
比

で
７
・
３
％
減
少
し
、
29

万
４
３
７
９
台
。
こ
の
う

ち
、
貨
物
車
は
同
２
・
６

％
減
の
３
万
４
８
２
３
台

で
、
先
月
ま
で
の
増
加
か

ら
減
少
に
転
じ
た
。
旅
客

車
は
同
８
・
０
％
減
の
25

万
２
６
７
３
台
で
、
６
カ

月
連
続
の
減
少
と
な
っ

た
。
軽
自
動
車
の
新
車
販

売
台
数
は
、
同
０
・
４
％

減
の
16
万
１
０
０
４
台

で
、
先
月
の
増
加
か
ら
再

び
減
少
し
た
。

　
自
動
車
保
有
車
両
数

（
登
録
自
動
車
・
小
型
二

輪
自
動
車
・
軽
自
動
車
の

合
計
月
末
台
数
、
18
年
５

月
）
は
、
前
年
同
月
比
で

０
・
33
％
増
加
し
、
８
１

７
２
万
８
４
３
８
台
。
81

カ
月
連
続
の
増
加
と
な
っ

た
。

　
６
月
の
高
速
道
路
通
行

台
数
は
、
前
年
同
月
比
０

・
９
％
減
の
１
億
４
６
９

２
万
台
。
こ
の
う
ち
、
東

名
高
速
道
路
の
通
行
台
数

は
、
同
０
・
３
％
増
の
１

２
３
６
万
台
だ
っ
た
。

訪
日
外
客
数
は
65
カ
月
連
続
増

国
土
交
通
月
例
経
済   

18
年
６
月
の
出
国
日
本
人
数

１
４
２
万
人　

４
カ
月
連
続
増

『
最
新
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
保
険
契
約

―
理
論
と
仕
組
み
を
徹
底
分
析
』
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